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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・今月は周辺で多くの店舗が閉店したため、注文が増加して
いる。

○

一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・東京オリンピック景気の波に乗れている企業が地方でも成
果を出し始めている。今は景気が良く、今稼げていない企業
は東京オリンピック後はもっと稼げなくなる。

○
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・100万円以上の美術品やブランドの洋服がよく売れ、状態
が良い。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・キャッシュレス・消費者還元事業の効果もあり、客の来店
頻度が上がり、来客数は前年比102.2％で推移している。

○

スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前は来客数が前年の97％前後だったが、今月は前年
の98.3％、また、売上も前年の99.3％とやや回復している。

○

スーパー（店
長）

単価の動き ・年末商戦を終え、財布のひもが固くなる１月ではあるが、
前年に比べ１品単価が１～２円ほど高い状態で推移してい
る。相場の状況もあるが、全体的な印象として、無駄遣いを
しないという雰囲気がさほど感じられない。暖冬の影響によ
る野菜の相場安が背景にあるが、例年に比べ消費マインドが
ネガティブな状態ではなく、ポジティブな状態にある。

○
スーパー（管理
担当）

販売量の動き ・３か月前と比べれば、売上が前年比80％から前年比90％後
半まで戻ってきており、若干回復感を感じる。

○

コンビニ（副地
域ブロック長）

販売量の動き ・今年に入り、スーパー代替商品のおかず、パン、デザート
の販売数量が好調であり、外食から中食へシフトしている。

○
家電量販店（販
売担当）

来客数の動き ・シングル商戦が好調である。

○
家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・テレビ、冷蔵庫、洗濯機などの主要商品、高額商品が売れ
ている。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

来客数の動き ・消費税の引上げの影響が12月上旬まで続いたが、12月中旬
以降、来客数、売上共に前年並みに回復している。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・最近になって消費税の引上げに対する警戒感が収まりつつ
あり、来客数も天候に恵まれ、増加しつつある。

○ タクシー運転手 販売量の動き ・乗車率が前年より５％上昇している。

○
観光名所（館
長）

来客数の動き ・日本人観光客が微増し、売店の売上も上がっている。

○
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・年明けから来客数が伸びている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今月に入り、一段と買い控えがひどくなっており、格安商
品だけが売れている。

□ 商店街（理事） 来客数の動き ・暖冬で冬物商戦にかなり陰りが出ている。

□

一般小売店［食
品］（経営者）

来客数の動き ・今年の冬は暖冬で野菜が豊作となり、大幅な価格の下落が
続いている。３か月前は野菜の高騰があったりと乱高下が激
しくなっている。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・食品は消費税の引上げの影響が少なく、前年を上回る月が
続いているが、その他の部門では前年を下回る部門が多く、
全体では前年を下回っている。

□

百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・消費税の引上げ及び暖冬の影響で防寒アイテム、冬物衣料
が苦戦している。また、美術品や宝飾品などの高額商品の動
きも鈍く、不要な物を買わない傾向が強くなっている。

□
百貨店（人事担
当）

販売量の動き ・来客数は前年並みだが、衣料品を中心に購買率が落ちてい
る。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は変わらないが、購入数量が増加しない。

□
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・買上単価は余り変動していないが、来店頻度が減ってい
る。
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□

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・売上高が前年比105％、来客数が前年比110％で前年実績は
上回っているものの、前年末の状況と比べると客の動向はや
や低調である。当社の加盟しているチェーンは、前年末に例
年にない価格訴求施策を試みており、その反動が出ている。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・客単価が３か月前から変化していない。

□

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・飲食料品は軽減税率の対象であり、キャッシュレス・消費
者還元事業もあるので、消費税の引上げの影響があっても軽
微だと思っていたが、客の財布のひもは固く、特売等の安価
な商品を買い回るので客単価が一向に上がらない。

□
スーパー（財務
担当）

単価の動き ・１月に入り、他社との価格競争や客の節約により、既存店
の客単価が前年を下回っている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・予想よりも来客数が回復しない。

□

コンビニ（支店
長）

お客様の様子 ・キャッシュレス・消費者還元事業の効果で来客数は増えて
いるが、客単価の上昇や買上点数の増加にはつながっていな
い。

□

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・美容院の金を削ったり、携帯電話のキャリアを変えたり、
皆節約に努力している。景気が上向いてるように感じない。

□

衣料品専門店
（代表）

販売量の動き ・暖かい気候のお陰で、春物の動きが早い。２月もこのよう
な気温が続けば、売上アップが見込めるが、東京の仕入先が
にぎわっている様子が全くないため、全国的に景気が上向い
ているとは感じられない。

□

乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・今月の来客数は、３連休の週だけ前年並み、その他の週は
前年の80％程度で、特に18時以降の来客数が少なくなってい
る。

□
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・初売りを実施したが、前年と比べて来客数が増加していな
い。

□

その他専門店
［土産物］（経
営者）

お客様の様子 ・客の様子からは特に景気が上向く雰囲気は感じられず、
キャッシュレス決済など幾つかプラスの要素もあるが大きな
ことではない。

□

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・正月三が日の営業は、営業日数や営業時間を短縮したた
め、売上が前年割れとなった。２週目以降は持ち直し、売上
は前年比110％以上となっているが、通月では前年並みと
なっている。来客数は前年比94％台でほぼ前年並みとなって
いる。

□

一般レストラン
（店長）

お客様の様子 ・３か月前は消費税の引上げが始まった月で、来客数が著し
く減少していたが、その時期に比べるとやや盛り返してい
る。ただ、前年比では落ち込みが続いており、消費税の引上
げ以降、常連客にも来店頻度が下がった客がおり、依然とし
て厳しい状況が続いている。

□

スナック（経営
者）

来客数の動き ・年末年始の売上は他の月よりは良いが、景気と関係なく時
期的なものなので、景気が良くなってはいない。

□
観光型ホテル
（営業担当）

来客数の動き ・３か月前から比べると来客数が増加していない。

□
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・国内旅行も正月明けで売上が余り芳しくない。

□
旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・暖冬の影響でスキー関連ツアーが中止や延期となってお
り、売上に影響が出ている。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・中旬までは新年会などのイベントがあり、天候も雪が降ら
ず良かったことから、比較的好調であったが、月の後半は新
型コロナウイルスの影響もあり、海外からの客が減少してい
るので、良くも悪くもない。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・寒いのでタクシーに乗るという客もいるが、今月は乗車率

が悪い。

□

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・消費税の引上げの影響よりも、今年の目玉である４Ｋ・８
Ｋ、５Ｇが、客の話題にはなるものの、盛り上がっておら
ず、今後の期待感も高まってないことが問題となっている。

□
通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・利用料等月々の出費が増加することに敏感になっている客
が多い。



□

放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・客の利用動向や料金延滞動向に大きな動きはない。

□
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・軽減税率もあり、変わらない。

□
テーマパーク
（管理担当）

お客様の様子 ・キャッシュレス・消費者還元事業があるため、変わらな
い。

□
ゴルフ場（営業
担当）

販売量の動き ・状況は３か月前と変わりない。暖冬により雪によるクロー
ズがないため、来客数は順調に推移している。

□

その他レジャー
施設［温泉セン
ター］（担当
者）

単価の動き ・客単価はほぼ横ばいである。

□

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・新築住宅の引き合いが低迷しており、リフォームやリノ
ベーションも新築住宅の落ち込みほどではないが、引き合い
が多くなっていない。

□
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・数少ない客を競合して取り合う厳しい状況が依然として続
いており、値引き合戦の泥試合となっている。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・消費税の引上げ以降買い控えが目立つ。来客数の落ち込み
もあり、どこの店も閑散としている。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・消費税の引上げ後、来客数、販売量共に下がっており、客
の節約傾向が感じ取れる。

▲

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・消費税の引上げ以降、消費者の財布のひもが固くなってい
る。また、弱小企業にとっては働き方改革の対応、さらには
食品表示の改正の対応のために今までの袋を全部一新しなけ
ればならないなど、行政改革対応による経費の出費がかさ
み、非常に苦しい状態が続いている。

▲

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・月初は暖冬でコートなどの重衣料の販売が厳しく、その後
も気温が下がり販売が上向いてきたところで、新型コロナウ
イルスの影響でミセスゾーンの来客数が減少したため、売上
が悪化している。

▲

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・好調部門は食品くらいで、婦人服や紳士服、洋品雑貨、リ
ビング用品などその他のアイテムは軒並み不振が続いてい
る。来客数は前年を超えているが、購買される商品群が偏っ
ている。

▲

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・閉店売り尽くしの店舗は家庭用品、アクセサリー、ハンド
バッグを中心に予想を上回る売上で推移しているが、通常の
店頭クリアランス販売で営業している店舗は暖冬ということ
もあり、衣料品を中心に冬物セールの動きが非常に悪く浮上
の気配がない。

▲

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・食品は辛うじて踏ん張っているが、婦人、紳士衣料は軒並
み不調で、消費税の引上げの影響もさることながら、暖冬の
影響も大きい。

▲

百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・消費税の引上げ後、客の平均買上単価の低下が続いてい
る。消費税の引上げ以外にも、暖冬による冬物ファッション
全般の売上の大幅な減少もあり、今後一時的に気温が冷え込
んでも商品の供給が難しく、春物実売まで影響が継続する。

▲

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・消費税の引上げでたばこは値上がりしたが、各メーカーは
たばこの価格を引き下げ、販売量を増やすという方向で動い
ている。客が価格の低いたばこの購入に切り替えているが、
売上全体に占めるたばこの構成比が高いため、客単価が大幅
に低下している。

▲
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・八掛白絹など絹の値上がりが続いており、厳しい。

▲
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・消費税の引上げ前の駆け込み需要もさほどなく、客の消費
行動に勢いがなくなっている。

▲

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・売上の前年比は92％と３か月連続で前年を下回っている
が、12月は前年比84％だったので、数字だけ見れば回復傾向
に向かい出したようにみえる。ただ、パソコン特需の追い風
があっての数字なので、見た目の数字以上に実際の中身は厳
しい。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・３か月前の想定よりも販売量が落ち込んでいる。

▲
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・消費税の引上げの影響で、来客数が減少し、客単価も激減
している。



▲
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・商品の販売価格帯が二極化している。

▲
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・最近ますます平日の来客数が減少している。

▲

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

販売量の動き ・外国人観光客は増加しているが、販売にはつながらない。

▲

その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・今月は人出が少なく、韓国からの観光客が減少したことも
あるのか、客が少なくなり、買物に対する姿勢も慎重になっ
ている。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・バイク用品やアウトドア関係の商材は比較的良かったもの
の、暖冬の影響もあり、冬物重衣料やスキー、スノーボード
を含む冬物関係の商材は売上を伸ばすことができず、苦戦し
ている。消費税の引上げの影響も重なり、客の財布のひもも
固いままで、目的商品の購入はあっても、ついで買いなどが
ほとんどなく、来客数が伸びる日でも売上がついてこないと
きがある。

▲

高級レストラン
（事業戦略担
当）

販売量の動き ・前年と比較してペースが上がらない。

▲
観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・冬場の閑散期で来客数が伸びていない。

▲

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・駅周辺のビジネスホテルの新規開業の影響もあり、平日の
シングル需要の獲得競争が激しくなり、価格が下落してい
る。年明けの需要の落ち込みはある程度想定していたもの
の、レストランの来客数は大幅に落ち込んでおり、法人の接
待需要なども減少している。

▲

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・毎年この時期はオフ期となるが、前年はふっこう割支援に
よる底上げにより間際の動きがあった。今年もそれに代わる
対策があるが伸び悩んでいる。インバウンドも、韓国便の運
休や新型コロナウイルスにより１月に就航した中国便利用客
のキャンセルで厳しい状況である。

▲
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・継続的支出について緊縮傾向が続いている。

▲

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・年間で１番多くの来園があるイルミネーションイベント期
間が終わり、来園者が少なくなる冬の閑散期に入ったため、
景気がやや悪くなっている。

▲
テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・暖冬ではあるがインバウンドの減少が続いており、入園者
は減少している。

▲
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・西日の問題で発売時間を短縮しているので、売上が若干落
ちている。

▲

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・今月はリフォーム、新築いずれも客からの相談が少なく
なっており、景気が良いと思える気配も感じない。

▲
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・来客数の鈍化に加え、意思決定が遅れる傾向があり、勢い
が感じられない。

×
商店街（代表
者）

単価の動き ・暖冬で冬物が全く売れず、苦戦している。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・冬季の観光客は例年減少するが、宿泊業者等に聞くと今期
は更に減少している。

×

一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

来客数の動き ・正月休みや天候不順で人出が少なくなり、売上に結び付い
ていない。

×
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

単価の動き ・単価の高い商品の動きが一段と鈍くなっている。

×
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・１月の販売量は前年比78％と大変厳しい状況が続いてい
る。

×
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・降雪がないため、季節商材が売れない。暖冬及び新型コロ
ナウイルスの影響もあり、来客数が少ない。

×

その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・暖冬で外出する動機は十分にあると思われるが、先行き不
安からか来客数が減少している。

×
一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・年末はボーナスも支給され、人の動きも活発だったが、年
が明けて人の動きがぱったりと止まっている。

×
通信会社（広報
担当）

来客数の動き ・客に購買意欲がない。



×
美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・来客数も売上も全然伸びない。

×
美容室（経営
者）

販売量の動き ・新商品に興味を示す客もいるが、技術料金以外に金を使う
客が減少している。

◎ － － －

○
繊維工業（監査
担当）

受注量や販売量
の動き

・シーズンに入り、店頭商戦が始まったが、12月までの売上
はほとんどの部門で前年を上回っている。

○

通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・製造業の客を中心に前年度と比較し今年度の補正予算での
情報セキュリティに関する設備投資が増加しており、来年度
も継続的に情報関連の設備予算の検討が行われている。

○
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数や成約件数が増加している。

○
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・年末年始の販売促進及びイベント等の内容で受注量が上向
きに推移している。

○
会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・年度末に向けて、間接部門合理化の引き合い案件数が増加
しつつある。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・ここ２～３か月生産量に変化がない。

□

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・大口案件の生産にめどが立ち多忙な状況を脱出した。通常
の注文品の生産もやや低調で仕事量が低水準で安定してい
る。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料素材の受注が低位で安定している。

□

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・大型装置の据付が完了し、当初計画どおりに計上する予定
である。上振れも下振れも特にないことから変わらない状況
である。

□

輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

取引先の様子 ・業界全体で見通しの明るい話題が出てきておらず、やや悪
い状況が続く。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・時期のズレはあるものの、予定した物件が順調に受注につ
ながっており、新規の客も増えている。

□
輸送業（総務・
人事担当）

取引先の様子 ・客の生産数量に回復の兆しがなく、３か月前から環境に変
化がない。

□

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・企業における通信環境に大きな変化もなく、通信設備の更
新を中心とした販売成果に大幅な変動もない。ＯＳサポート
終了に関する特需も思ったほどでない。

□
金融業（貸付担
当）

受注量や販売量
の動き

・貿易取扱額は減少が続いており、消費税の引上げの影響か
ら買い控えが目立つ。

□

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・地元完成車メーカーの世界販売の低迷が続いているため、
系列の地元部品メーカーの受注は減少基調となっている。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・暖冬の影響もあり、季節商材の受注量が前年よりも15～
20％程度減少している。

▲

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動もあり、新設住宅
着工戸数も緩やかな減少傾向にある。それに加え国際経済の
不安定な状況が輸出産業に影響し、消費意欲が低下してい
る。

▲

化学工業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・主力商品である苛性ソーダの単価が、前年秋口まで続いて
いた高止まりから、まだメーカーによりばらつきはあるもの
の、一転値下げ基調となっている。

▲

鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・自動車や建築など各分野の需要が下振れして需給が緩慢な
上に、安値の輸入鋼材の影響でマーケットはまだ下がってお
り、取引先の販売は苦戦している。

▲

一般機械器具製
造業（経営企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・上期までの消費税の引上げ前の駆け込み需要の反動が顕著
に現れている。

▲

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・主要客からの受注は内示よりも減少している。

▲
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・客の生産数量や出荷数量が減少している。

▲
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・自前物流の強化もありネット通販企業の離反が想定以上
で、発送個数が伸び悩んでいる。

×
農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・しけで少なくても物がはけず、注文もかなり少ない。

企業
動向
関連

(中国)



×

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が生産能力の半分しかなく非常に厳しい状況に陥っ
ており、雇用調整助成金の受給の手続きを進めている。

◎ － － －

○ ＊ ＊ ＊

□
求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・年が明けたが、アルバイト、パート、正社員いずれも求人
数が伸びていない。

□

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・流通・サービス業を中心に人手不足感が続いていることか
ら求人数自体は堅調である。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

雇用形態の様子 ・新卒採用において、人材確保が厳しい企業が条件面を見直
し、採用目標達成のため基本給を上げ、年間休日を増やして
いる。中途採用において、慢性的な人手不足感はあるが、こ
れまで２けた採用を続けてきた企業数社が、ここにきて充足
したため、中途採用をそろそろ終えるという話も出ている。
今年はまだ見た目には変わらず売手市場が続くと思われる
が、前年や一昨年と比較し、採用意欲が若干減少傾向にあ
る。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・景気は停滞しているものの、慢性的な人手不足は解消され
ておらず、企業活動に支障が出ている。

□

職業安定所（雇
用関連担当）

求職者数の動き ・雇用保険の支給終了者数が増加傾向にあることも要因の１
つであるが、有効求職者数が減っており、有効求人倍率も高
水準で推移している。

□

職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・新規求人数が増減を繰り返し、直近では前年同期比で
5.9％の減となったところではあるが、産業別では建設業、
製造業、特に食品製造、小売業が前年同期比で増加に転じて
おり、有効求人倍率も19か月連続して２倍台で推移してい
る。

□

民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

求人数の動き ・４月から適用される同一労働同一賃金制度が懸念材料とな
り、求人数が減少している。

□

学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・今年度卒業予定者を対象とした新規求人はここ３か月特に
増えていない。

▲

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・求職の動きは11～12月と比べて活発になっているが、求人
数は前年比で減少している。例年この時期から次年度の予算
組みや人事異動に合わせて求人が増える傾向にあるが、今年
度は苦戦している。

▲

人材派遣会社
（経営企画担
当）

それ以外 ・派遣業界各社は、派遣労働者の同一労働同一賃金の対応に
追われ、営業活動が停滞している。

▲

人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・前月と傾向は変わらず、製造業の不振や同一労働同一賃金
対応のための営業量減により求人数が減少する。今後のコス
ト上昇を避けるため派遣活用をセーブする企業も見受けられ
る。

▲

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・医療用機器製造業の組立て加工の増員募集やクリニックの
新規開業に伴う医療スタッフの大量募集など大口求人もあっ
たが、宿泊業や公務の落ち込みが大きかったことから、求人
全体では前年同月比で１割減となっている。

▲

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・明らかに選考スピードが鈍化してきており、話がなかなか
前に進まず、結局、新規採用自体を取りやめるというケース
も出始めてきている。

▲

学校［大学］
（就職支援担
当）

周辺企業の様子 ・店舗の縮小や倒産など景気がやや悪くなっている。

× － － －

雇用
関連

(中国)
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